
をさらに して情報 体を し、

図 で された情報 ー

できる に デー ー き

す を したのが図７に

された ・ 式図である。この

では のデー を い

この デー ースでは ー を

ルの や情報 といった

数の ラ ン によって情

報 している。図８は この

念を のデー で した 2019 年

ラ で された ー

をそのまま した図である。 説

すると ー [a]から[b ]に情報が

され ここに き まれた LS の

（ [d]）が ー [c ]（時 な ） き されて[e]（ ） が情報

ーされ 一 の LS の 名 （本 ン ー その他 講 ） 講義・

といった に必要な 情報が 記 ・ されて する を図 し

ている。図 9 には ラ の を り して しており ー [a]（ ）の情報

が 時 上の LS の の ッ （ [c ]）で に 記 ・ される を している。

120 の情報に 二重 が きないよう 点 [d]で される で 体と する

ラ が を できるように ス を さ

せおり ここを すれば二重 や の時に に「 A LE R T

」で されるので 意図する を に および修 ができる。 

図 10 は 上の 理 ステ を集 した で の

ランスや LS の 人 資 を 理できる を

だ である。 

上の に 前 は くの を り い ラ 上の

講義・ LS ランスや それを する 数の の一

した 理が必要で これらを ステ する が めて重要

である。本学では 本 ン ー で が ステ の開 から 用を

めているが これらは本学 体 で一 的に われる き

ステ と考 られ 本学の の の一 であるとい る。 

R f． 

1）  ,  フ ル , 778-783 50-8,  2014 

2）http://www.phc at.or.jp/? page_ id= 251 

：図 の公開 U R L：http://www.ps.toyaku.ac .jp/~ hamada/2019kiyo/ 

図 9. デー クスからの  

の デー が、時 に される 。 をすれ
ば、 き で時 フォー に される。 

図 10. の ス  

LS に された の 数を
 

 

                             
1薬学部薬学  

て  

田 1   1  田 1   1   1 

 

 

． ラ の  

東 薬 大学（本学）では、2009 年から （ S P）

の 化を開 し、 時に薬学 ン

ー（本 ン ー） で、薬学 に必要とされる 前

（1, 2）に必要な および薬学 用 に必要な

（ S P）を学 している。そして 大約 80 名の

S P を および に活用するといった 用を一 的に

理する を している（3）。S P を本学の ー

ン学 ラ （学 LS ）に 用するために

は、学 のために された「 と薬 の 」とな

る （ ）と、それに く S P と学生の

ール イの が必要である。 ば、『 での

』といった一 を学 するためには、 学 の 的

となる 、 を る 、 の （人物や

生活）、 の 、 ・ それ れの の

態 、といった要 を に り 、そこから

を し、 が「 と薬 の 」の

ー ンである「 する ール イ」を る

必要がある（図 1）。この ール イを させるための

要となるのは から られた「 の 」を

できる S P を ること（ S P の ）である。 

「 を できる S P」には、学生 用に

LS それ れに された「 」 で された

に いて、 した を たない学生と、 められた時 （ ッ ン）

での ール イ が求められる。また学 に に じた が 数あ

るため これらに る 力を つ S P を するには、S P 力 学生の学 に必要な「

としての態 」を できる、 S P 力 された を り で「 S P の

態 」のままで ール イを できる、といった二 の S P の 力とその ーニン

が必要となる。つまりこれらの「 S P の 力と ーニン 」用に ラ を

し することが、 S P 用のための必要 であり、継 的な が必要である（図 2）。 

LS では、その学 の が 1 つ ール イ ッ ンとして された学 ラ が

され、そこに S P が参 する。つまり LS に なる から S P を る（ S P ）必

図 .SP が参 する学 ラ デル 

LS として「 」を 、 のラ ル[a]; 学
LS の [b]; の LS 、[c] SP

参 を した ー ン・ ール イ 

図 . の と SP  
 

LSで それ れ が される と
に き ー ンできる SP の

を した 式図。LS に SP を し の がさ
れる のラ ル[a];LS で される
の [b];  
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要があるため ラ は、LS の学生の学 ラ と一体となって

に される必要がある（図 2）。この および S P の 力によって学生の学 を 化させうる

重要な学 要 であるため、 による LS と S P の の が求められる。 

 

． S P ラ に必要な要  

S P の には、 、 の な めた 、それらを

のように すか・ するかといった を てた「 」

が必要になる。そして S P の 力には、 学生の学 に必要な「

としての態 」を できる、 された を

の態 のままで り で ール イを できる、といった の

本的要 が必要である。 

本学の の 前 では、 大学生７名の ルー を と

して 名の S P を 、 ッ ン学生 名 の ール イを できるよう、 ルー

で学生が ーテー ンする。この時， 1 名が参 し、 ・フ ー ックを る。S P は、

学生との ール イ で学生に するが、S P ら学生を することや、できなかった を

指 ・要求する 的 に たない を理解して に しながら を しながら す

る 「 としての態 の 」（ S P の 力 ）が必要である。また ール イ に S P

が する は、（ の に された） を S P が に ちながら、

に じて に された情報を薬 としての学生から

き されるといった の態 のままで り で

をそのまま ール イできることが必要である。この時 S P が

なりに に を 、 展的に を する

ができないことを に理解している必要がある（ S P の 力 ）。 

この な S P を するには、「 の態 を し り だ

をそのまま ール イで できる」という S P に必要な

力（ 、 ）を ーニン する が必要 である。

は 参 する LS にそれ れ なる が された「

」とその に られた を した「 」が

化されて されている（図 2）。これらに できる S P のためには、 を 説

して S P が理解できるようになるための「 」を し、必要な S P を 前に す

る ラ が必要になる（図 ）。 

 

．  

ー ンする は LS に 1 つのテー で される。本学では での

・ 薬説 、薬 での ・薬 ・ ・ 説 ・在 といった 7

つの から が され、そこに必要な が される。その には 、

、 時 、 、 、 、 薬 、 薬といった情報があり、 スク

図 3.SP の ー  

図 4. の要 と  
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（文 ）として記 される。 は、 前 の 体の学 に って られ、

として ね 7 の学生と S P との ール イが するよう されている（図 4）。 

 

．  

の に、 （人物・

生活・ ・ ・ ・ な ）、

の つが された「 」が

てられている。図 5 は の

スク の で、 の説 が記

されている。これを S P が 解き、「

された 」を に で、 ール イの にこの に って する。本学で

は、 として のスク に した、いわ る「 的な 」（ S P 用

）を し その の 学生が を されるのかをある 開 した を

でいる。また この S P 用 の に、 の「 ち」「知 」「 」な の

でそれ れ い がある の要 を いわ る「 き」として記 している（図 6）。

さらに、学生の や S P といった も記 し、 の ール イ時に の学生

の を S P がある できるようにしている。これらは、 S P 用の が し、

が「LS の 的に した S P」の のための に する。 

 

． の (S P) の  

S P が に ー ンするためには、S P から、説 の 的・意図、

説 学生の学 的・意図、説 時の ール イの （ ・時 ・フ ー ッ

ク）、といった説 を て を理解するための ン ン スを得る。本学では、 S P からの

を し、 F A Q の の 、 F A Q かの 、 F A Q 生活から考

られる の に する感 、F A Q より い 提 、といった S P での や を

している。この は、 の意図と S P の けとめとの一 と を る であり、「

する S P」 に めて重要な となる。また、 S P で ール イを し、 だ

を し、さらに に ール イ な であるかを する。これらは、

を ルー で理解する「 ーク ッ 」の に する「 」と

して し、 上 S P が参 できるよう 数 している。これらは、 S P と

の ン ン スの や 情報が される ーニン ・ ラ を

している。このような の 上げが S P の 力の 上につながり S P の 的

ー ンを するための ーニン に 展する。 

 

． の （ ） 

およびその に される は学 意図の 義となり、学 の一

であるため、 を させるためには、学 に S P が される必要がある。

図 6.SP 用 の図 5. の  

要があるため ラ は、LS の学生の学 ラ と一体となって

に される必要がある（図 2）。この および S P の 力によって学生の学 を 化させうる

重要な学 要 であるため、 による LS と S P の の が求められる。 

 

． S P ラ に必要な要  

S P の には、 、 の な めた 、それらを

のように すか・ するかといった を てた「 」

が必要になる。そして S P の 力には、 学生の学 に必要な「

としての態 」を できる、 された を

の態 のままで り で ール イを できる、といった の

本的要 が必要である。 

本学の の 前 では、 大学生７名の ルー を と

して 名の S P を 、 ッ ン学生 名 の ール イを できるよう、 ルー

で学生が ーテー ンする。この時， 1 名が参 し、 ・フ ー ックを る。S P は、

学生との ール イ で学生に するが、S P ら学生を することや、できなかった を

指 ・要求する 的 に たない を理解して に しながら を しながら す

る 「 としての態 の 」（ S P の 力 ）が必要である。また ール イ に S P

が する は、（ の に された） を S P が に ちながら、

に じて に された情報を薬 としての学生から

き されるといった の態 のままで り で

をそのまま ール イできることが必要である。この時 S P が

なりに に を 、 展的に を する

ができないことを に理解している必要がある（ S P の 力 ）。 

この な S P を するには、「 の態 を し り だ

をそのまま ール イで できる」という S P に必要な

力（ 、 ）を ーニン する が必要 である。

は 参 する LS にそれ れ なる が された「

」とその に られた を した「 」が

化されて されている（図 2）。これらに できる S P のためには、 を 説

して S P が理解できるようになるための「 」を し、必要な S P を 前に す

る ラ が必要になる（図 ）。 

 

．  

ー ンする は LS に 1 つのテー で される。本学では での

・ 薬説 、薬 での ・薬 ・ ・ 説 ・在 といった 7

つの から が され、そこに必要な が される。その には 、

、 時 、 、 、 、 薬 、 薬といった情報があり、 スク

図 3.SP の ー  

図 4. の要 と  
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に いた S P ーニン の過 で、 S P からのフ ー ックから得られる によっては、さ

らに の が必要になる。 ば、日 生活の で が である、 S P

が を に重ね わせた時その に S P が 感できない といった感 が得られ

る がある。S P になる 前に の経 がない は、 体 との が となり、

を上 く られない、 された要 を ール イ時に上 く として き せないな

ール イ の となりうる。それらを、S P ルー で し、 の大

ない で、S P 用 の フや 文 を し すな の意 を 上げて「 き」に

的に き し、 S P ルー 体で 意しながら S P 用 を する を

る。その S P にとってより に ール イでき を に しつつ 感しな

がら 学生と ー ンできるようになる。 

 

７． の （ ） (S P) 用から得られるフ ー ック 

に学生と ール イを すると 「 にある 理」がより まる になる。そ

の過 で の から得られた学生の な 、 ー ン後に された と S P か

らの ス から得られる に するフ ー ックが

に びつく がある。図 7 に される

を って イン にすれば の

があれば に する それを の の S P 前

せに する または ッ ン の に情報 し

て ール イを する 年 のための に

てる といった に く になる。 

 

８． に 用する 開 の展  

本学では、年 で およそ 10 前後の から S P が されているが 学 と する

と の ー ンが少ない。この S P 一人あたりが する き 数は 大

で 4 5 である。この 薬学 では の に が生まれ、S P と が を

できる 態を つことができている。そして本学の S P では、S P 用 の を S P

で し、より な を る ができていると考 られる。より 展させるために、

S P の 的な 用、 （ S P ・ が なる や、 S P を す

る ）の ン ン ス 、 S P と の ン ン ス 、といったことが重要になる。さ

らに S P 用 の は として学生の学 の に 展的に がる。 

 

R f． 
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2）http://www.phc at.or.jp/? page_ id= 251 
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：図 の公開 U R L：http://www.ps.toyaku.ac .jp/~ hamada/2019kiyo/ 

図 7. の れ 念図 
 
必要な が れ となって の

を した 図。 のラ ル[a];
[b];SP 用 [c]; の『

ランス』として ー ンに れる 
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